その 朝 は 玄関 脇の 応接間 に X 社の 津田 弁吉 という 頭 

の 調子の 一風変った 青年 記者が 泊り こんでいた。 私 は 

徹夜で X 社の 原稿 を 書き あげたと ころで、 これから 酒 

をのんで 一 眠りと、 食事の 用意が できたら 弁 吉を起 そ 

うと 考えて いた。 その 弁 吉がキ チンと 身 仕度 をと、 の 

えて、 ノッ ソリと あがって きた。 

「ねえ、 先生、 妙な 女が 現れた よ。 キチ ガイ かも 知れ 

ない ねえ」 

文士の 生活に なじんで い る 雑誌 記者と いう もの は、 

若年で、 頭の ネジが 狂って いても、 訪問客に へ マな 応 

待 はしない もの だ。 私が 安心して いると、 弁吉は ニヤ 



だけど ネ、 ちょ ッと、 モッタ ィを つけて ネ、 待た して 

やる の も 面白 いんだ。 だって さ、 あなた 何し てんの ッ 

て 訊いたら さァ、 アン タ なんか、 V ョケィ な 事 を 訊 くん 

じ やない ょッ てね ェ、 ハツ ハツ ハ、 香港から 引 揚げて 

きたんだ つて さ、 香港で スパイ を やって たッ てね ェ、 

日本軍の じ やなく つて さ、 聯合 軍の 手先き でね ェ、 日 

本の 将校 を 手玉にと つ てた なんて 言い やがん だもの。 

日本人 はダ ラシが ねえんだ ッて さ。 ツマ ラネ ヱんだ そ 

うだ ネ。 だ もんで ネ、 先生が ネェ、 いくらか 変って る 

んじ やない かと 思って ネ、 見物に 来たんだ そうだよ。 

手ブ ラ で 来 やが ん のさ。 包み を か、 えてい るから ネ、 



ラが、 編輯 長 だの、 詩人 だの ッて、 それで 私が 香港の 

スパイの ッて、 からかつ てるのが 判らない の」 

「これ は、 ィケ ネェ。 ハ ハハ、 その 手が あつたか ネ。 

まんざら、 キチ ガイで もなかつ たんだ ネ。 じ や ァネ、 

ゥン、 そうなん だ、 キミ はむしろ 利 巧なん だネ、 キチ 

ガイに 類す る ことが、 その 証拠なん だョ。 美人 だから 

なァ。 美人 はすで にキチ ガイ じ やな いんだ。 美 はね ェ、 

それ 自身、 正常 それ 自体です よ、 ねェ、 そうなん だよ。 

ヽヽ、 I 

ノ ノノ」 

と、 弁 吉は悠 々として、 たじろがない。 佐 野 龍 代 女 

史は 動物園の 玄関番の 怪獣ぶ りに ムッ とした 様子で あ 



たが、 ナ ルホド ねェ、 魚が 喋ったら、 やっぱり ガラリ 

と 一変して、 頓狂で、 騒々 しくなる のか も 知れない。 

お 魚 女史 は 猛獣の 正体が 判らない から、 はじめは 澄 

していた が、 まもなくお 酒が 廻って、 私が 馬脚 を 現し 

たから、 安心して、 喋り はじめた。 

「私 はね ェ、 ご 近所へ 引越して きたんです のよ。 防空 

壕 なんです のよ。 それでも チャンと 屋根が あって、 上 

下 左右 コンク リ J ^で 厚く ぬり かためて あるでしょう _ 

陸軍 中佐の ゥチ でしよう、 セメント ぐらい 自由だった 

ん でしよう、 四畳半 以上 も あるでしょう、 い、 ものよ 

う。 遊びに いらして ネェ。 私、 オメ カケ なんです ょゥ 



女の子が、 三人で、 男の 一人の 仕事 もで きない からね 

H」 

「へ— ン。 アン タ はいくら 貰う の」 

「六 千円 ぐらいだ ね」 

「ナ 二言つ てんだい。 アンボン タン。 私 はね ェ、 目が 

あったら、 私 を 見て ごらん。 エロ 作家ぐ らい、 一目で 

悩殺し ちゃうから ネ。 私の ナガ シメ はネ、 十 幾通り も 

変化が ある けれど、 文士なん かニッ 目まで、 V タク サン 

だ。 ォ マエ サン はデク ノボ— さ。 ゼン ゼン、 センスが 

あり やしない」 

と、 大変な 見 幕で 怒り だした そうであった。 以上が 



お 魚 女史の 第一 回目の 訪問の アラマ シ である。 

第一 回の 登場ぶ リが 凄かった から、 連日の 来訪に 悩 

まされる ことになる のかと 怖れ をな したり、 内々 は 待 

ちかね ると ころがあった りして いたが、 一向に 現れな 

ヽ o 

レ 

三 四 度、 道で 会った。 すると、 ァ ラァ、 先生、 コン 

チハ、 オハ ヨウ。 ァラ、 ィケ ネェ、 シ マッタ、 など、 

慌 しく 取りみ だしながら、 喋り まくる の は、 第一 に 弁 



脅迫に おびやかされる ものであるが、 この 時ば かり は、 

私 も 心胆が つめたくな つ てし まった。 

「それ、 私小説？」 

と、 私が きくと、 とたんに マッカに なって、 身 をく 

ねらせて、 

「あら ァ、 先生、 ィャだ ゎァ。 あら、 ヮ タシ、 ハズカ 

シィ。 先生たら、 私小説 だなん て、 あら、 そんな、 ま 

ァ、 ハズカ シィ。 あら ァ、 セ ー ンセ。 ィャ ょゥ。 ヒド 

ィ ことよ ゥ」 

大変な 騒ぎで、 こゝで 又、 四 段 目から、 五段、 六 段 

目ぐ らいまで ナガ シメ をいた、 V く。 忙しい 合間に、 な 



なに、 ハ ズカシ がって、 逃げ だすなん て、 そんなに、 

ハズ カシィ のゥ。 あら ァ。 先生たら、 マッカに なった 

わよ ゥ。 あら マァ、 キヤ 1 ッ」 

御 自分の 方が マッカに なって、 身悶えて、 又、 私に 

ナガ シメを くれた。 

★ 

お 魚 女史が 二度目に 私 を 訪ねて きたの は、 春の 嵐の 

夜であった。 そのと き 私の 家に は 三人の 来客が あって、 

お 酒 をのんで いた。 こんな 嵐に 人 を 訪ねて くるの は、 



「先生方に お 目に かゝれ るなん て、 私、 光栄の 至りで 

すわ ァ。 でも、 あら ァ、 サスガ だな ァ。 サスガ です わ 

ァ。 御 立派です ゎァ。 こちら、 ふとって らッ しゃる わ 

ねェ。 こちら、 お 高く ッて、 まァ、 ホン ト にね ェ。 あ 

の、 失礼です けど、 こちら、 何 キロ、 一 一十一 一三 貫で しょ 

う。 ァラ、 そうです のゥ、 こちら、 何メ —„ ^ル、 ハァ、 

あら、 そう、 まァ」 

お 魚 女史 は 文学 の 話に こだわる と シッポ がで るから、 

すばやく 目方 だの 身長な どへ ゴ マカシ たの だが、 凹 井 

と 般若 はそうと は 知らず、 美人に おだてられて、 凹 井 

は 相好 をく ずし、 般若 は 沈々 と 憂い を 深めて、 思い 思 



いに 気 を 良くして いる。 弁吉 だけ は、 ツキ アイの 深い 

せいで、 女史の 気質 をのみ こんでい るから、 真相 を 見 

破って ニヤ リニ ャリ たのしんで いる。 

「龍 代さん は 知らね えの かな。 凹 井先 生 はね ー ェ。 

「キチ ガイ 野球」 ッて 雑誌が あるだろう。 あそこの 編 

輯 長なん だァ」 

お 魚 女史 はド キンと した 様子で ある。 何やら 目から 

閃光 を 発して 弁吉を 睨みつ けたよう だが、 弁吉は 知ら 

ぬ 顔、 悠々 たる ものである。 

「凹 井先 生 は 知 つてる だろう。 ホラ ネ。 ダ ァク. 

キャットの ピッチ ャ ー の 二股 長 半ね— ェ。 あの 子が 



でさ ァ。 去年の 暮 から 一 一 股 長 半が プレ— トを ふまね え 

ゃァ。 ァハ ハァ」 

「ェ？ ナニ、 ナニ？ ワッハ ッ ハツ ァ。 ゥ 1 ム、 こ 

れは」 

こういう ゴシップ ときて は 目の ない 凹 井 狭 介で ある。 

この 男に は 友人の 文士 どもが 泣かされて いるので ある。 

自分で ゴシップ をつ くりだす という 主犯 の 役目 はやら 

な い の だが、 ひとたび ゴ シ ップが この 男の 耳に ふれた 

が 最後、 二日の あとに は津々 浦々 に 伝わって いる。 毎 

日 三十 枚の ハガキ を 速達で だしてい る。 それが みんな 

愚に もっかない ゴシップ を 書いた ハガキ で、 当人 はた 



だもう、 それ を 人に 知らせる のが 楽しくて たまらない 

ので ある。 十六の 悴 があって、 十五の 娘が ある 男の 

仕業と は、 とうてい 信じられない フル マイで あるが、 

ゴシップと くると、 タシ ナミ も 恋 も 忘れて 一 膝 のりだ 

さずに はいられな いという 奇怪な 男で、 このと きも、 

忽ちと リ のぼせて、 喜悦の あま リ肩 をヮ ナヮナ ふるわ 

せながら、 膝 をのり だしてき たので ある。 

すると、 テ— ブルが グイ グ イツと 動いて、 彼の 胃袋 

の あたりへ ドシ ンと 突き 当 つ た。 

「ァ ラ、 ゴメン あそばせ」 

と、 お 魚 女史 は 事務的に 眩いた V けであった。 彼女 



ジは アナ タ にぶんな ぐられ たんです か。 キヤ ッ、 

キヤ ッ、 キヤ ッ。 ギュ— ッ」 

再び テ— ブルが 先刻 以上の 快速 力で 凹 井の 胃袋に 突 

き 当っていた。 凹 井 は 胃袋 を 押えて、 もう 一度、 

「ギュ 1 ッ、 グッ」 

と 呻いて、 どうやら 他人の 気持と いう ものが 意識に 

のぼった らしく、 てれかくしに 笑いながら、 いかにも 

ミ レンが ましく 沈黙した。 

お 魚 女史 は 嵐の 中 を 何やら 大きな フ 口 シキ 包み をブ 

ラ 下げて きたので ある。 凹 井の 沈黙 を 見と、 V ける と、 

「ァ ラ、 ごめんなさい ネェ」 
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